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令
和
５
年
２
月
11
日
13
時
よ

り
多
摩
大
学
湘
南
キ
ャ
ン
パ
ス
に

て
、
第
二
回
湘
南
中
国
語
ス
ピ
ー

チ
コ
ン
テ
ス
ト
が
行
わ
れ
た
。
主

催
者
は
藤
沢
地
域
の
教
育
、
産

業
、
行
政
か
ら
の
メ
ン
バ
ー
で
構

成
さ
れ
た
湘
南
中
国
語
ス
ピ
ー
チ

コ
ン
テ
ス
ト
実
行
委
員
会
で
あ
っ

た
。(

共
催･

後
援
、
協
賛
は
湘
南

日
本
中
国
友
好
協
会

多
摩
大
学

 

                  

 

  藤
沢
市
、
藤
沢
商
工
会
議
所
、
駐

日
中
国
大
使
館
、
国
際
交
流
基

金
、
聶
耳
記
念
碑
保
存
会
ほ
か

 

 

テ
ー
マ
は｢

私
と
中
国
語｣
で
、

優
勝
の
副
賞
に
は
中
国
昆
明
市
訪

問
旅
行
が
あ
る
。
来
場
者
は
関
係

者
も
含
め
１
０
０
名
ほ
ど
で
あ
っ

た
。 

 

出
場
者
は
、
高
校
生
の
部
は
湘

南
地
域
の
５
校
か
ら
９
名(

藤
沢

翔
陵
、
藤
沢
清
流
、
藤
沢
総
合
、

湘
南
学
園)

、
大
学
生
の
部
は
２

大
学
か
ら
４
名(

昭
和
女
子
大

学
、
多
摩
大
学)

で
あ
っ
た
。
藤

嶺
藤
沢
か
ら
は
中
国
語
授
業
の
受

講
者
の
松
ヶ
浦
貫
君
〔
１
Ｆ
〕
、

真
庭
虎
々
朗
君
〔
１
Ｆ
〕
、
宮
﨑

嘉
親
君
〔
１
Ａ
〕
の
３
名
が
出
場

し
た
。
コ
ン
テ
ス
ト
で
は
１
番
目

に
宮
﨑
君
、｢

も
と
も
と
中
国

語
、
中
国
の
歴
史
に
関
心
が
あ

り
、
自
分
の
将
来
を
考
え
中
国
語

に
可
能
性
が
あ
る
と
思
い
学
び
始

め
た
。･

･
･｣

と
い
う
内
容
で
３
分

間
熱
心
に
語
り
切
っ
た
。
３
番
目

の
真
庭
君
は｢

高
校
に
入
学
し

て
、
こ
れ
ま
で
に
全
く
や
っ
た
こ

と
の
な
い
こ
と
、
新
し
い
こ
と
に

挑
戦
し
よ
う
と
中
国
語
の
授
業
を

受
講
し
学
び
始
め
、
な
か
な
か
上

達

し

な

い

中
、
学

ん

で

い

る
。･

･
･

少
し
で
も
中
国
語
を
理

解
し
た
い｣

と
い
う
内
容
で
中
国

語
学
習
に
つ
い
て
丁
寧
に
語
っ

た
。
６
番
目
の
松
ヶ
浦
君
は｢

中

国
に
縁
が
あ
っ
た
わ
け
で
は
な

く
、
高
校
で
中
国
語
の
授
業
が
た

ま
た
ま
あ
っ
た
の
で
、
た
だ
の
ふ

と

し

た

興

味

で

学

び

始

め

た
。･

･
･

異
な
る
言
語
を
学
ぶ
こ

と
に
よ
り
異
文
化
に
暮
ら
す
人
々

の
考
え
方
の
違
い
も
学
ぶ
こ
と
が 

                

で
き
る｣

と
い
う
内
容
で
、
原
稿

を
演
台
に
持
ち
込
ま
ず
、
前
を
向

き
、
覚
え
て
き
た
原
稿
を
力
強
く

語
っ
た
。 

 
藤
嶺
生
は
入
学
か
ら
週
１
回
の

授
業
で
こ
こ
ま
で
ス
ピ
ー
チ
で
き

る
よ
う
に
な
る
も
の
か
と
驚
く
で

き
で
、
発
音
も
暗
記
も
努
力
し
た

こ
と
が
伝
わ
っ
て
き
た
。
一
生
懸

命
に
準
備
を
行
い
、
勇
ま
し
い
素

晴
ら
し
い
ス
ピ
ー
チ
で
あ
っ
た
。 

 

審
査
は
元
中
国
重
慶
日
本
国
総

領
事
で
あ
る
瀬
野
清
水
氏
は
じ
め

中
国
語
を
母
語
と
す
る
審
査
員
の

方
々
を
含
む
５
名
に
よ
り
行
わ
れ

た
。
結
果
は
、
高
校
の
部 

優
勝

の
栄
冠
を
１
年
Ｆ
組
の
松
ヶ
浦
貫

君
が
手
に
し
、
真
庭
虎
々
朗
君
、

宮
﨑
嘉
親
君
は
と
も
に
敢
闘
賞
を

手
に
し
た
。
松
ヶ
浦
君
の
姿
は
、

ス
ピ
ー
チ
前
の
緊
張
し
た
面
持
ち

と
は
打
っ
て
変
っ
て
や
り
遂
げ
た

輝
き
を
放
っ
て
い
た
。 

 

藤
沢
市
と

昆
明
市
は
友
好
都
市
提
携
40
周

年
を
２
０
２
１
年
に
迎
え
て
い

る
。
今
回
の
会
場
の
入
口
に
は
左

の
２
枚
の
パ
ネ
ル
が
並
べ
ら
れ
て

い
た
。
中
国
国
歌
作
曲
者
聶
耳
が

鵠
沼
海
岸
で
亡
く
な
り
、
聶
耳
を

偲
ぶ
碑
を
藤
沢
の
人
々
は
建
て

守
っ
て
き
た
。
聶
耳
の
生
誕
の
地

が
昆
明
市
で
あ
る
こ
と
か
ら
友
好

関
係
が
始
ま
っ
た
と
藤
沢
市
の

HP

に

説

明

が

あ

る
。
藤
沢
市
の
方

か
ら｢

昆
明
市
の

花
は
椿
、
白
族
の

衣
装
が
有
名
で
、

聶
耳
氏
は
バ
イ
オ

リ
ニ
ス
ト
で
あ
っ

た｣

と
パ
ネ
ル
の

説
明
を
頂
い
た
。 

 

１
年
Ｆ
組
松
ヶ
浦
貫
君
が
第
二
回
湘
南
中
国
語
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
に
お
い

て
優
勝
し
た
。｢

入
学
し
た
高
校
の
授
業
に
た
ま
た
ま
中
国
語
の
授
業
が
あ
っ
た

か
ら
学
び
始
め
た｣

と
ス
ピ
ー
チ
で
は
語
っ
て
い
た
が
、
詳
し
く
尋
ね
る
と｢

も
と

も
と
ネ
ッ
ト
上
の
面
白
動
画
に
中
国
の
人
々
が
コ
メ
ン
ト
を
し
て
い
て
、
そ
の
内

容
を
知
り
た
く
な
り
学
び
続
け
た｣

と
話
し
て
く
れ
た
。
３
分
間
の
原
稿
を
準
備

し
中
国
語
を
暗
記
し
、
自
ら
の
思
い
を
伝
え
る
意
地
の
ス
ピ
ー
チ
で
優
勝
を
勝
ち

取
っ
た
。
副
賞
は
藤
沢
市
の
友
好
都
市
中
国
昆
明
市
へ
の
今
年
８
月
の
訪
問
で
あ

り
今
後
の
活
躍
も
期
待
し
た
い
。
藤
嶺
生
が
輝
い
た
地
域
で
の
活
動
と
な
っ
た
。 
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令和５(2023)年 
2月14日 

 藤嶺学園藤沢 
中学校･高等学校 

新聞部 
 
      (高校) 

中田大翔 村元颯泰  

片桐伊織 三田航太朗 

井上晴道 井上晃喜 

樫山翔太 荒嶋航成 

 高橋 新 水野 真 

 野田 諒 細貝 陽 

田中湧大 植竹隼也 
 

    (中学校) 

経澤悠希 稲生海凪 

川村一惺 池田晃太郎 

高橋航之介 湖山武司  

題字 東山右徹先生 

審査員、来場者へ身振り手振りで思いを熱く語る松ヶ浦君 

 美しい発音と評価された宮﨑君 敢闘賞 

年末の原稿指導や発音特訓、ｺﾝﾃｽﾄ当日まで指導頂いた中国語の先生方と。 
〔左から、加藤萌香先生、松ヶ浦君、宮﨑君、若山紅葉先生〕 

ゆっくり丁寧に語る真庭君 敢闘賞を受賞 

受賞後、メディアからのインタビューが40分以上続いた。 
㊧中国の新華社、㊤J-COM の取材の様子。タウンニュース他も。 


